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　多久市の空にドローンが通る「空の道」の取り組み
を語る講演会「多久の夜明け『空の道』構想から現実
へ」（主催：多久市まちづくり協議会かつやく隊）が、
中央公民館で開催されました。取り組みの詳細は、市
報 2月号の特集でご紹介しています。
　�会場は全席指定で50人来場。第一部では株式会社ト
ルビズオンの増

ます

本
もと

衛
まもる

代表取締役が、多久市で取り組む
意義と次なる展望を語られました。
　第二部では来場者参加型のディスカッションを実
施。「高速道路の上も通れるようになると良いと思う」、
「病院での検査でもドローンを活用できないか」など、
活発に意見が交わされました。▲�講演会で意見を発表する参加者

3 /26 [Fri]“空の道”構想を熱く講演

▲�森家住宅に飾られたひな人形たちを優しい光が
　照らしていました

▲入学式で大きな声で返事をした東部校の新 1年生

▲�川打家住
宅に飾ら
れた児童
が作成した
さげもん

▲�講演する
増本代表
取締役

▲ �期待に胸を膨らませて
入場しました

3 /30[Tue]〜 4 / 3 [Sat]

4 / ９ [Fri]

西多久のおひな様を開催

義務教育学校 3校で入学式

　西多久町の森家住宅と川
かわ

打
うち

家
け

住宅で、「第15回西多
久の春�〜竹と灯

あかり

とおひな様〜」（主催：西多久町女性
学級、ひなの会サークル、幡船の里、プライベートオ
アシス）が開催されました。今回は「灯との出会い」
をテーマに、さげもんやひな人形、竹飾りで幻想的な
空間を演出。西渓校放課後子ども教室で、児童たちが
作成した「さげもん」も飾られていました。
　ひなの会サークルの飯

いい

守
もり

清
せい

子
こ

さんは「作るのが楽し
くて続けてこられた。西多久町に素晴らしい文化財が
あることを伝える機会にもしたい」と来場者を笑顔で
迎えていました。

　多久市内の義務教育学校 3校で入学式が行われ、中
央校101人、東部校31人、西渓校20人の新 1年生が入
学しました。
　東部校では、新型コロナウイルス感染対策を徹底し
て式を挙行。新 1年生は上級生と一緒に目を輝かせて
入場し、式の最中は席についてしっかり話を聞いてい
ました。
　石

いし

田
だ

俊
しゅん

二
じ

校長が式辞で「みなさんの入学を心待ちに
していました。自分の頭でいろんなことをよく考え、
いのちを大切にできて、声高らかに挨拶できる子に
なってください」と、新 1年生の入学を歓迎しました。
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